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彫
刻
の
森
美
術
館

に
多
田
美
波
先
生
の

第
一
回
ヘ
ン
リ
ー
ム

ー
ア
大
賞
受
賞
作
品

「
極
」
を
観
に
行
き

ま
し
た
。
円
錐
形
に

大
き
く
ひ
だ
を
と
っ
た
彫
刻
は
、
周
囲
の
景
色

を
取
り
込
み
、
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
彫
刻
の
森
美
術
館
は
、
広
々
と
し
た

自
然
の
中
に
ヘ
ン
リ
ー
ム
ー
ア
を
始
め
、
世
界

の
著
名
な
作
家
の
作
品
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

美
術
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
連
れ
も
楽

し
め
る
お
薦
め
の
美
術
館
で
す
。 

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 

今
号
で
は
、
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
ガ

ラ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
、
佐
久
間
詔
代
さ

ん
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
、
星
野
靖

隆
さ
ん
に
執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

（
仲
摩
） 

 

 ■
西
伊
豆
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
訪
ね
て 

 
 
 
 

 

黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
に
行
き
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
の
一
九
九
七
年
、
「
ボ
フ
ミ
ー

ル
・
エ
リ
ア
ッ
シ
ュ
＆
チ
ェ
コ
の
ガ
ラ
ス
彫
刻

展
」
を
企
画
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ガ
ラ
ス
を
絵
画
、
彫
刻
の
表
現
素
材
に
用
い

た
エ
リ
ア
ー
シ
ュ
氏
の
造
形
作
品
は
力
強
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
伝
い
を
さ
れ
た
当
時

十
七
歳
だ
っ
た
ご
子
息
は
、
氏
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
現
在
、
画
家
、
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
エ
リ
ア
ー
シ
ュ
氏
は
二
〇
〇
五

年
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
） 

ひ
と
き
わ
目
立

つ
プ
リ
ン
型
の
ユ

ニ
ー
ク
な
建
物
は
、

毛
綱
毅
曠
（
も
づ

な
き
こ
う
）
氏
の

設
計
で
す
。（
能
登

島
ガ
ラ
ス
美
術
館

も
同
氏
が
設
計
さ
れ
ま
し
た
） 

「
新
収
蔵
作
品
に
よ
る
現
代
ガ
ラ
ス
展
」
見
学

後
、
カ
フ
ェ
で
ラ
ン
チ
を
摂
り
ま
し
た
。 

塩
鰹
（
新
巻
鮭
の
鰹
版
）
パ
ニ
ー
ニ
初
体
験
。

塩
気
が
き
い
て
、
食
慾
を
そ
そ
る
味
で
し
た
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
気
に
な
る
作
品
に
出
会
い

ま
し
た
。
ひ
え
だ
優

子
さ
ん
の
「
イ
ト
シ

ノ
ワ
ガ
ヤ
」
、
ロ
ボ

ッ
ト
で
家
族
愛
を

表
現
し
た
作
品
で

す
。
次
回
の
「
西
伊

豆
ガ
ラ
ス
作
家
展
」
で
ど
ん
な
作
品
に
会
え
る

か
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 
 

 

（
仲
摩
） 

●
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク 

 

黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
ガ
ラ
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
は
、
以
前
、
仲
摩
通
信
で
も
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
十
二
月
十
五
日
ま
で

「
新
収
蔵
作
品
に
よ
る
現
代
ガ
ラ
ス
」
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
西

伊
豆
町
へ
ガ
ラ

ス
造
形
作
品
が

ま
と
ま
っ
て
寄

贈
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
の
展

覧
会
で
す
。 

そ
の
後
は
、
十
二
月
十
九
日
よ
り
、
約
三
年

ぶ
り
に
西
伊
豆
町
の
ガ
ラ
ス
作
家
の
グ
ル
ー

プ
展
を
行
う
予
定
で
す
。
現
在
、
西
伊
豆
町
内

に
は
三
件
の
個
人
ガ
ラ
ス
工
房
が
あ
っ
て
、
三

組
六
名
の
作
家
が
い
ま
す
。
更
に
、
当
施
設
の

体
験
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
二
名
が
加
わ
り
、
出
品

作
家
は
計
八
名
で
す
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
他

所
か
ら
移
住
し
、
既
に
約
二
十
年
に
わ
た
り
定

住
し
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
、
西
伊
豆
は
板
ガ
ラ
ス
原
料
と
な

る
珪
石
が
採
掘
さ
れ
て
い
た
土
地
で
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
ガ
ラ
ス
の
生
ま
れ
故
郷
と
も
言

え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
西
伊
豆

町
在
住
の
個
人
ガ
ラ
ス
工
房
作
家
た
ち
は
、
平

成
十
四
年
に
作
家
の
会
を
立
ち
上
げ
（
昨
年
に

「
西
伊
豆
硝
子
舎
」
と
改
称
し
、
組
織
も
若

干
変
更
し
た
）、
個
々
の
作
家
活
動
以
外
に
も
、

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
と
お
し
て
、
西
伊
豆
町
を
Ｐ

Ｒ
し
た
り
、
町
お
こ
し
を
担
っ
た
り
、
ま
た
地

元
の
人
々
と
交
流
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。 

主

な

活

動

と
し
て
は
「
か

も
風
鈴
」
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
と
風

鈴
の
制
作
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
グ
ラ
ス
を
用
い
て

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
す
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ラ
ス
ナ
イ

ト
ガ
ー
デ
ン
」
（
以
前
は
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
と
称
し
た
）
、
町

外
で
の
グ
ル
ー
プ
展

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
西
伊
豆
ガ
ラ

ス
作
家
展
の
当
館
開

催
は
、
こ
の
た
び
通
算

六
回
目
と
な
り
ま
す
。

近
年
は
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作
品
も

一
部
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
り
（
そ

し
て
現
在
も
終
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
）
、
そ
れ

を
受
け
て
各
々
が
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、

共
有
し
た
い
こ
と
な
ど
を
ガ
ラ
ス
で
表
現
し

た
作
品
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
新
作
を
中
心
に
多
彩
な
ガ

ラ
ス
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

最
近
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
急
速
に

多田美波「極」1979 年

大賞受賞作作 

新収蔵作品による現代ガラス展 

クリスタルパーク外観 

グラスナイトガーデン かも風鈴 

ひえだ優子 

「イトシノワガヤ」 



 
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
の
状
況
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に
ガ
ラ
ス
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
の
後
は
ち
ょ
っ
と

足
を
の
ば
し
て
、
海
、
夕
陽
、
ジ
オ
サ
イ
ト
（
奇

岩
な
ど
）、
温
泉
、
し
お
か
つ
お
、
な
ど
を
堪

能
し
つ
つ
、
西
伊
豆
で
の
ん
び
り
過
ご
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

（
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク 

ガ
ラ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員 

佐
久
間
詔
代
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
北
海
道
立
近
代
美
術
館 

 

北
海
道
立
近
代
美
術
館
で
は
、
近
美
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
「
日
本
の
美
」（
来
年2

/1
4
[

日]

ま
で
）

を
開
催
し
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
浮
世
絵
、

日
本
画
、
ガ
ラ
ス
の
三
つ
の
分
野
か
ら
、
日
本

の
伝
統
美
と
い
う
視
点
に
よ
り
当
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ガ
ラ
ス
の
展
示
は
、
「
ガ
ラ
ス
に
見
る
和
の

世
界
」
と
題
し
、
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
コ
ー
ナ
ー
「
日
本
の
ガ

ラ
ス
の
黎
明
」
で
は
、
江
戸
と
明
治
・
大
正
時

代
の
「
美
術
工
芸
」
以
前
の
素
朴
な
味
わ
い
の

あ
る
ガ
ラ
ス
と
、
ガ
ラ
ス
細
工
が
施
さ
れ
た
灯

籠
や
望
遠
鏡
、
虫
眼
鏡
と
い
っ
た
ガ
ラ
ス
製
品

が
描
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
浮
世
絵
を
展

示
し
ま
す
。
浮
世
絵
は
、
２
点
ず
つ
３
期
に

分
け
て
計
６
点
展
示
し
ま
す
（
前
期
：1

1
/2

1

～1
2
/2

0

、
中
期
：1

2
/2

2

～1
/1

7

、
後
期
：1

/1
9

～2
/1

4

）
。 

第
二
の
コ
ー
ナ
ー
「
生
活
に
寄
り
添
う
」
で

紹
介
す
る
の
は
、
戦
後
の
ガ
ラ
ス
界
を
リ
ー
ド

し
た
作
家
た
ち
に
よ
る
、
日
常
使
い
の
う
つ
わ

と
茶
道
具
で
す
。
素
焼
き
の
焼
き
物
を
思
わ
せ

る
表
面
の
凹
凸
が
、
水
滴
の
よ
う
な
輝
き
を
生

む
淡
島
雅
吉
の
「
し
づ
く
ガ
ラ
ス
」
。
小
柴
外

一
が
岩
城
硝
子
在
職
中
に
手
掛
け
た
型
押
し

ガ
ラ
ス
と
退
職
後
に

自
宅
窯
で
制
作
し
た

パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー

ル
に
よ
る
茶
碗
。
そ
し

て
岩
田
藤
七
の
東
洋

陶
磁
を
範
に
取
り
な
が
ら
、
色
ガ
ラ
ス
に
よ
り

多
彩
な
文
様
を
あ
ら
わ
し
た
茶
道
具
。
い
ず
れ

も
、
日
本
の
伝
統
的
な
う
つ
わ
の
形
状
や
モ
テ

ィ
ー
フ
、
文
様
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
「
飾
り
の
ガ
ラ
ス
」
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
藤
田
喬
平
の

「
飾
筥
」
、
小
林
英

夫
に
よ
る
現
代
の

江
戸
切
子
な
ど
、
日

本
の
装
飾
美
の
伝

統
を
引
く
絢
爛
な

ガ
ラ
ス
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、

藤
田
の
生
涯
を
代
表
す
る
「
飾
筥
」
は
、
金
箔

や
プ
ラ
チ
ナ
箔
を
大
胆
に
使
い
琳
派
の
美
意

識
を
ガ
ラ
ス
に
現
出
さ
せ
、
世
界
的
に
高
い
評

価
を
受
け
た
シ
リ
ー
ズ
で
す
。 

 

最
後
に
「
日
本
の
現
代
ガ
ラ
ス
」
で
は
、
伊

藤
孚
、
扇
田
克
也
、
米
原
眞
司
ら
、
ガ
ラ
ス
・

ア
ー
ト
と
い
う
新
た
な
世
界
を
切
り
拓
く
現

代
作
家
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、

扇
田
克
也
の
《
ワ
タ
シ
ノ
ア
ヲ
ゾ
ラ
》
《
ア
メ

ノ
ヒ
モ
ア
ル
》
は
、
第
四
回
「
世
界
現
代
ガ
ラ

ス
展
」
（
一
九
九
一
年
）
で
最
高
賞
の
北
海
道

立
近
代
美
術
館
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。
金

沢
に
移
り
住
ん
だ
作
者
は
、
そ
の
地
に
多
い
総

二
階
と
い
う
家
屋
の
形
が
気
に
な
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
意
識
せ
ず
何
回
も
目
に
す
る
う
ち

に
内
部
に
蓄
積
さ
れ
、
自
然
と
作
品
に
あ
ら
わ

れ
た
の
が
、
こ
の
家
の
形
態
だ
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
作
者
は
家
の
形
を
「
和
気
藹
々
と
し
た

暖
か
い
雰
囲
気
を
出
せ
る
」
「
こ
の
形
だ
け
で

暖
か
い
感
じ
を
出
し
や
す
い
」
と
語
り
ま
す
。

実
際
に
光
を
内
部
に
留
め
て
ほ
の
か
に
光
る

そ
の
姿
は
、
障
子
越
し
に
見
る
暖
か
く
穏
や
か

な
光
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
に
は
、

渋
く
輝
く
銀
箔
が
葺
か
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
日

本
的
な
情
感
を
た
た
え
た
作
品
と
い
え
ま
す
。 

今
回
、
こ
う
し
た
日
本
の
伝
統
美
や
日
本
人

の
感
性
か
ら
生
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
作
品
約
五
十

点
を
展
示
し
ま
す
。
ひ
と
と
き
心
を
潤
し
に
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

(

北
海
道
立
近
代
美
術
館
学
芸
員 

星
野
靖
隆
） 

 

道
近
美 
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い 

 

●
お
知
ら
せ 

新
島
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
セ
ン

タ

タ
ー
は
、
一
九
八
八
年
に

ス

ス
タ
ー
ト
し
、
ガ
ラ
ス
造

形

形
作
家
の
野
田
收
、
由
美

子

子
ご
夫
妻
が
中
心
と
な
り
、

毎

毎
年
恒
例
で
「
新
島
国
際

ガ

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
今
年
予
定
し

て
い
た
第
三
十
三
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
来
年
に
延
期
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ウ
ェ
ブ

で
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
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新
横
浜
市
庁
舎
近
く
二
つ
の
建
築
展 

●B
a

n
k
A

rt K
A

IK
O

(

旧
帝
蚕
倉
庫) 

村
野
藤
吾
展 

開
催
中
～1

2
/2

7

（
日
） 

●B
a

n
k
A

rt T
e

m
p

o
ra

ry
(

旧
第
一
銀
行) 

槇 

文
彦
展 

 

開
催
中
～1

2
/2

7

（
日
） 

月
曜
日
休
館
、1

2
/2

7

は1
7

時
ま
で 

※
共
通
チ
ケ
ッ
ト
は
記
名
式
で
本
人
に
限
り

何
度
で
も
入
場
可
能
で
す
。
一
般
一
六
〇
〇
円 

横
浜
市
民
は
一
〇
〇
〇
円 

お
問
合
せin

fo
@

b
a
n

k
a

rt.co
m
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藤田喬平「飾筥・源氏物語」 

岩田藤七「茶碗・銀河」 

新島ガラスアートセンター 

 

岩田藤七「茶碗・銀河」 
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